	長岡市立大島小学校5年生116名　ヒアリング対象者：第５学年総合担当　　作成：ふるさと未来創造堂

	①サポートを依頼した団体
（団体、施設、消防団、地域など）
	①ふるさと未来創造堂
②そなえ館
③大島新町4丁目町内会長、緑町２丁目町内会長
④原信、長岡市福祉総務課

	②相談したきっかけ
（こんな困りごとがあった、
　施設を利用したかった、等）
	①ふるさと未来創造堂
昨年も5年生総合で防災教育に取り組んでおり、今年も取り組む予定。そなえ館に行くことはすでに計画済み。施設訪問で子どもの学びを深めるために、訪問前後でどのような活動をしたら良いか。また、中越地震時に小・中学生だった方の被災体験談や、地震の経験から、地域内の安心・安全のために頑張っている人の声等も子どもに聞かせたいが、だれに相談して良いかわからず悩んでいた。そんな時、長岡市の防災玉手箱という仕組みで、ふるさと未来創造堂が防災教育の総合窓口として相談に乗ってくれることを知り、夏休みに連絡を取った。
③町内会長
地域の安全マップを作る活動の中で、地域のことをどう調べるか考え、近隣の町内会長に相談した。防災倉庫の見学と町内での取り組みについてのお話をしていただいた。
④原信、長岡市
募金活動がしたいというこどもの声があり、原信で募金活動をするためにお願いに行った。また、代表者が長岡市福祉総務課まで募金を届けにいく活動を行った。

	③サポート実例
	ふるさと未来創造堂サポート事例
・総合的な学習の時間の単元計画及び授業内容の相談、資料提供等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　複数回
・外部講師（語り部や防災士等）のマッチングとコーディネート
　複数回
・中越地震の被災体験を伝える語り部 派遣 2名×1回
・市内の他地域で防災活動を支えている方 派遣 1名×1回
・講座、体験活動等の講師 派遣 6名×1回
　１．避難所について知る、考えるグループワーク活動
　２．身近なもので防災グッズを作る体験
　３．家庭での備えや家具固定を知り、体験する活動
　４．災害食作りの体験

	④先生の声
（やってみて良かった、工夫、改善点等）
	[bookmark: _GoBack]・国語の中でも、『百年後のふるさとを守る』という教材文で自助、共助、公助について知り、「互いに助け合う」「みんなで命を守る」「ふるさとを守る」ということがこの総合学習の中でより深く学ぶことができた。
・夏休みにふるさと未来に相談し、計画を一緒に考えることができたことで、活動の流れがイメージできた中で進めることができて本当に良かった。
・活動を進める中で、子どもたちは目の前の活動に集中するため、「何のために」この活動をしているのか（例えば、何のためにこの防災グッズを作っているのか、等）を忘れてしまうため、何度も確認をしながら活動を行った。その際、語り部の方のスライドや話していた内容を教室に貼りだしておくなど、聞いただけでなく形に残しておくと良かったと感じた。



